
  

広島県立文書館展示室  

 

平成 28 年度 

第 1回収蔵文書の紹介展  

中国四国地方の 

歴史絵はがき 

― 町・史跡・観光地 ―  

平成 28 年 7 月 4 日（月） 

～10 月 1 日（土） 

※日曜・祝日は休館です。 
広島市中区千田町 3 丁目 7-47 広島県情報プラザ２Ｆ 

 



  

《
収
蔵
文
書
の
紹
介
》 

中
国
四
国
地
方
の
歴
史
絵
は
が
き
―
町
・
史
跡
・
観
光
地
― 

    

広
島
県
立
文
書
館
で
は
、
広
島
県
関
係
を
中
心
に
、
多
数
の
絵
は
が
き
を
収
蔵
し
て
い

ま
す
。そ
の
大
半
は
、戦
前
に
お
け
る
各
地
の
様
子
を
撮
影
し
た
〝
歴
史
絵
は
が
き
〟
で
、

総
点
数
は
四
〇
〇
〇
点
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
広
島
県
関
係
の
も
の
は
約
二

五
〇
〇
点
、
広
島
県
以
外
の
中
国
四
国
地
方
各
県
の
絵
は
が
き
も
約
一
四
〇
〇
点
収
蔵
し

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
絵
は
が
き
は
、
当
館
へ
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
資
料
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も

の
で
す
が
、
収
集
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
だ
け
で
な
く
、
旧
家
の
古
文
書
に
含
ま
れ
て

い
た
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
旧
家
の
古
文
書
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
は
、
戦
前
に

家
族
が
旅
先
で
購
入
し
た
も
の
や
知
人
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
、
日
本
各
地
や
海
外
の
絵

は
が
き
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
絵
は
が
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
と
っ
て
の
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
で
あ
る
と
共
に
、
戦
前
の
各
地
の
様
子
を
写
し
た
貴
重
な
写
真
資
料
で
も
あ

る
と
言
え
ま
す
。 

今
回
の
展
示
で
は
、
当
館
が
収
蔵
す
る
多
数
の
絵
は
が
き
の
う
ち
、
中
国
四
国
地
方
（
徳

島
・
高
知
を
除
く
）
に
関
す
る
も
の
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
他
県
に
関
す
る
資
料
を
ま
と
め
て
展
示
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
機
会
に
、
当
館
が
収
蔵
す
る
多
数
の
歴
史
絵
は
が
き
の
一
端
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。 
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広
島
県
立
文
書
館
が
収
蔵
す
る 

中
国
四
国
地
方
の
歴
史
絵
は
が
き 

～ 

主
な
撮
影
地 

～ 

 

 

鳥
取
県  

○
町
・
港 

鳥
取
／
米
子
／
溝
口 

○
名
所
旧
跡
・
寺
社 

三
徳
山
三
佛
寺 

○
観
光
地
（
温
泉
・
奇
勝
な
ど
） 

三
朝
温
泉
／
皆
生
温
泉
／
岩
井
温
泉
／
浜

村
温
泉
／
鳥
取
砂
丘
／
大
山 

   

島
根
県  

○
町
・
港 

松
江
／
浜
田
／
益
田
／
津
和
野 

○
名
所
旧
跡
・
寺
社 

出
雲
大
社
／
八
重
垣
神
社
／
日
御
碕
神
社

／
一
畑
薬
師
／
美
保
関
（美
保
神
社
・関
の

五
本
松
） 

○
観
光
地
（
温
泉
・
奇
勝
な
ど
） 

玉
造
温
泉
／
志
学
温
泉
／
宍
道
湖 

  

岡
山
県  

○
町
・
港 

岡
山
／
宇
野
／
下
津
井
／
勝
山
／
笠
岡
／

津
山
／
宇
野
／
井
原
／
新
見
／
高
梁 

○
名
所
旧
跡
・
寺
社 

岡
山
城
・後
楽
園
／
備
中
高
松
城
／
備
中

松
山
城 

○
観
光
地
（
温
泉
・
奇
勝
な
ど
） 

湯
原
温
泉 

備
中
豪
渓
／
神
庭
の
滝 

  

  

山
口
県  

○
町
・
港 

柳
井
／
徳
山
／
防
府
／
小
郡
／
宇
部
／
下

関 ○
名
所
旧
跡
・
寺
社 

錦
帯
橋
／
亀
山
神
社
／
赤
間
宮
／
春
帆
楼

／
壇
の
浦
古
戦
場 

○
観
光
地
（
温
泉
・
奇
勝
な
ど
） 

湯
田
温
泉
／
湯
本
温
泉
／
俵
山
温
泉 

秋
芳
洞
／
長
門
峡 

   

香
川
県  

○
町
・
港 

高
松
／
琴
平 

○
名
所
旧
跡
・
寺
社 

栗
林
公
園
／
金
刀
比
羅
宮 

○
観
光
地
（
温
泉
・
奇
勝
な
ど
） 

讃
岐
富
士
／
小
豆
島
寒
霞
渓 

   

愛
媛
県  

○
町
・
港 

伊
予
松
山 

○
名
所
旧
跡
・
寺
社 

伊
予
大
三
島 

○
観
光
地
（
温
泉
・
奇
勝
な
ど
） 

道
後
温
泉
／
石
鎚
山
・面
河
渓 
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絵
は
が
き
の
年
代
推
定
方
法 

  
写
真
資
料
は
、
そ
の
写
真
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
撮
影
さ
れ
た
も
の
か
分
か
ら
な
け
れ

ば
、
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

一
般
的
な
写
真
（
と
く
に
フ
ィ
ル
ム
写
真
）
の
場
合
、
こ
う
し
た
情
報
は
、
撮
影
者
が
気

を
つ
け
て
プ
リ
ン
ト
に
書
き
込
ん
だ
り
、
ア
ル
バ
ム
に
整
理
し
た
り
し
な
け
れ
ば
分
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
の
点
、
絵
は
が
き
の
写
真
は
、
一
般
的
な
写
真
と
異
な
り
、
通
常
、
写
真
面
に
は
撮

影
場
所
が
記
載
さ
れ
、
ま
た
、
通
信
欄
の
様
式
や
消
印
な
ど
を
も
と
に
、
年
代
を
推
定
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
撮
影
さ
れ
た
も
の
か
が
分
か
る
た
め
、

極
め
て
有
用
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

絵
は
が
き
の
作
成
年
代
は
、
郵
便
規
則
の
改
正
に
よ
っ
て
通
信
欄
の
記
載
様
式
が
変
化

し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
様
式
の
違
い
を
も
と
に
５
期
に
区
分
し
て
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
使
用
さ
れ
た
絵
は
が
き
の
場
合
、
消
印
に
記
さ
れ
た
年
月
日
や
貼
付
さ
れ
て
い

る
切
手
の
発
行
年
代
か
ら
も
、
年
代
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  
 

明治 33～39 年 

住所・宛名の記載欄のみ 

明治 40～大正 6 年 

住所・宛名欄と通信欄

を区別する罫線が表面

下部の 3 分の 1 以内に

引かれている。 

大正 7～昭和 7 年 

住所・宛名欄と通信欄

を区別する罫線が表面

中央に引かれている。 

昭和 8～19 年 

表面上部の記載が「郵便

はかき」から「郵便はが

き」に変更される。 

昭和 20年以降 

表面上部記載の「郵便

はがき」が右読みから

左読みに変更される。 

各資料のキャプション

には，次のような記号を付

けて、通信欄の様式を示

しています。 

 

M＝明治 33～39年 

MT＝明治 40～大正 6年 

TS＝大正 7～昭和 7年 

S＝昭和 8～19年 

SS＝昭和 20年以降 
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鳥取砂丘（鳥取市） 砂そりと驢馬（200407-1911）TS 

三朝温泉（東伯郡三朝町） 

三朝川の鮎つり（200407-1954）TS 

皆生温泉（米子市） 

上：皆生温泉市街

（200407-1920）TS 

下：静養館 庭園 浴室

（200407-1921-4）TS 

岩井温泉（岩美郡岩美町） 

湯かんむりの実景（200407-1976）TS 

三徳山三佛寺（東伯郡三朝町） 

投入堂（特別保護建造物） 

（199110-645-7）TS 

《鳥
取
県
》 

伯耆大山（西伯郡大山町） 

上：溝口大山登山路の釣橋（200407-1983）TS 

下：淀江駅附近より大山を望む（200407-1918）TS 
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美保関港より出雲富士を望む 

（200407-1987-6）TS 

美保関（松江市） 

左上：五本松遠望  （200407-1987-1）TS 

左下：関の五本松 （200407-1987-3）TS 

右上：美保関沖（200407-1930）TS 

右下：美保神社（200407-1987-7）TS 
玉造温泉（松江市） 

長楽園温泉大プール（199110-625-9）TS 

出雲大社（出雲市） 

左：出雲大鳥居の麗姿（199110-633-147）TS 

中：拝殿（199110-633-150）TS 

右：出雲大社背面（200407-1981-10）TS 

津和野風景 城山 

（200407-1927）TS 

千鳥城と藩祖松平直政公銅像                  

（199110-627-12）TS 

《島
根
県
》 

宍道湖（松江市） 道湖嫁ヶ島（199110-630-62）TS 
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《岡
山
県
》 

 

後楽園雪景（岡山市北区） 

（199110-4027）MT 

左：備中豪溪（総社市・加賀郡吉備中央町） 

（199110-627-203）TS 

右：神庭の滝（真庭市） 

（199110-627-149）TS 湯原温泉（真庭市） 

上：美作湯原全景 

（199110-624-121）TS 

下：湯原砂噴温泉 

（199110-624-124）TS 

宇野線開通紀念 

上：開通式当日来賓列車宇野停車場到着の光景

（199110-4029）MT 

下：宇野築港（199110-4026）MT（明治 43.6.12） 

瀬戸内海国立公園下津井名勝 下津井港 

（200407-2013）TS 

岡山城（岡山市北区） 

（199110-4027）M（明治 38.3.20） 

宇野弁天島より宇野湾諸島を望む            

（200407-2088-1）MT 
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《山
口
県
》

長門峡（山口市・萩市） 

左上：広滑の奇勝（200407-1899-1）TS 

右上：切窓の偉観（200407-1899-7）TS 

下：出合淵の風光（200407-1899-8）TS 

湯田温泉（山口市） 

（200407-1874-2）TS 

錦帯橋（岩国市） 

左上：（200407-1881）MT 

右上：（199110-4026）MT（明治 42.8.24） 

下：（199110-631-5）MT(大正 7) 

秋芳洞（美祢市） 

左上：百枚皿              （199110-630-67）TS 

左下：長淵の渡し場        （199110-622-61）TS 

右：黄金柱                （199110-622-60）TS 

柳井町より大畠瀬戸を望む

（200407-1848）TS 

徳山港阜頭（200407-1835-9）TS 

下関（下関市） 

左：下関市街全景 （200407-1808）MT 

右：新装成れる駅前広場の盛観 

昭和 8.9.2 下関要塞司令部許可済 

（200407-1826）TS 

山口本町通り

（200407-1864）M 

‐8‐ 



《香
川
県
》

金刀比羅宮（仲多度郡琴平町） 

上：桜之馬場   （199110-642）S 

下：象頭山全景 （199110-642）S 

小豆島・寒霞渓（小豆郡小豆島町） 

寒霞溪十二景 玉筍峯（199110-4129）MT（大正 2.11） 

讃岐富士（丸亀市） 

金刀比羅象頭山より讃岐富士遠望（199110-642）S 栗林公園（高松市） 

左：（199110-4036）M／右：（199110-4036）M 

金刀比羅高燈籠（199110-4030）MT 
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《愛
媛
県
》 

 
 伊予松山城（松山市） 

左上：筒井門   （199110-622-3）TS 

左下：天守閣   （199110-622-3）TS 

右上：乾門     （199110-622-3）TS 

右下：伊予松山公園より小富士を望む 

（199110-622-3）TS 

道後温泉（松山市） 

道後温泉 神ノ湯                   

（199110-624-177）TS 

面河溪（上浮穴郡久万高原町） 

左：面河溪 五色河原     （199110-622-127）TS 

右：面河溪 亀腹の絶壁   （199110-624-216）TS 

松 山 裁 判 所 前 電 車 通 り                 

（199110-627-57）TS 

石鎚山（西条市） 

左上：「なんまいだんぼ」の声 

勇ましく攀登る 三の鎖（199110-627-120）TS 

右上：山峡に突兀と聳ゆる天柱石（199110-627-219）TS 

下  ：石鎚山頂上（199110-622-134）TS 

石鎚山（西条市） 

上：面河路より見た石鎚山

（199110-622-175）TS 

右：雲霧を衝いて魏然たる

天狗ヶ嶽の勇姿 

（199110-622-21）TS 
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中
国
四
国
地
区
文
書
館
の
連
携
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク 

 

文
書
館
は
、
永
久
保
存
価
値
の
あ
る
記
録
史
料
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
を
保
存
・
活
用
し

つ
つ
未
来
へ
伝
え
る
施
設
で
す
。
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は
ほ
ぼ
全
国
に
設
置
が
進
み
、
市

町
村
レ
ベ
ル
で
も
徐
々
に
設
置
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
ま
だ
馴
染
の
薄
い
施

設
で
す
。 

中
国
四
国
地
区
で
は
、
各
県
の
文
書
館
等
職
員
が
相
互
に
情
報
交
換
を
図
り
な
が
ら
文

書
館
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
県
の
枠
を
越
え
た
連
絡
会
議
を
平
成
三
年
度
か
ら
毎
年
開
催

し
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
、
新
た
な

取
組
と
し
て
、「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
」
の

実
施
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
元
年
六

月
一
日
、
我
が
国
で
初
め
て
記
録
史
料
（
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
）
の
保
存
活
用
に
関
す
る
法
律
で
あ

る
「
公
文
書
館
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、
毎
年
六
月
第
一
週
に
中
国
四
国
地
区
の

文
書
館
が
共
同
で
様
々
な
行
事
を
開
催
す
る
も

の
で
す
。 

 

当
館
で
は
、
今
後
も
収
蔵
資
料
の
充
実
を
図

り
、
ま
た
各
館
相
互
の
連
携
も
深
め
な
が
ら
、

利
用
普
及
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

広
島
県
関
係
の
歴
史
絵
は
が
き 

  

当
館
が
収
蔵
す
る
絵
は
が
き
資
料
の
う
ち
、
広
島
県
に
関
す
る
も
の
は
、
過
去
に
紹
介

展
示
し
て
い
ま
す
。
展
示
内
容
は
次
の
と
お
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
展
示
図
録
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を

広
島
県
立
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
広
島
県
関
係
の
歴
史
絵
は
が
き
の
う
ち
、
約
一

〇
〇
〇
点
を
画
像
公
開
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
御
使
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

広島県立文書館で開催された中国四国地

区文書館等職員連絡会議（平成 18 年度） 

《 

過
去
の
広
島
県
関
係
歴
史
絵
は
が
き
展 

》 

◆
平
成
22
年
度
県
庁
ギ
ャ
ラ
リ
展 

「
広
島
県
の
歴
史
絵
は
が
き
と
観
光
資
料 

―
戦
前
戦
後
の
海
・
川
・
町
―
」
（
平
成
22･

９･

６
～
９･

30
） 

◆
平
成
23
年
度
県
庁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展 

「
広
島
県
の
歴
史
絵
は
が
き
と
観
光
資
料 

―
内
陸
部
の
風
光
―
」
（
平
成
23･

９･

５
～
９
・
22
） 

◆
平
成2

4

年
度
収
蔵
文
書
の
紹
介
展 

「
広
島
の
歴
史
的
風
景
」
（
平
成2

4
.7

.2

～9
.2

9

） 

‐11‐ 



 

平成28 年度「収蔵文書の紹介」展 

中国四国地方の歴史絵はがき 

― 町・史跡・観光地― 
 

期間：平成28 年７月4日〈月曜日〉 

～10月1 日〈土曜日〉 

 

平成28年（2016）7 月4 日 広島県立文書館 

〒730‐0052 広島市中区千田町三丁目７－47 

TEL（082）245‐8444 FAX（082）245‐4541 

E-mail：monjokan@pref.hiroshima.lg.jp 


